
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を読み取るためのプラテン上に原稿を給送する給紙手段を有する給紙ユニットと、
前記プラテンに沿って原稿を搬送する搬送手段を有する搬送ユニットと、
前記プラテン上を通過した原稿を排紙する排紙手段を有する排紙ユニットと、
前記各ユニットを支持する支持フレームと、を備えた原稿送り装置において、
前記支持フレームは平板状の底板部とこの底板部周囲の折曲げ側壁部とを有する箱型形状
に構成され、
この支持フレームには、
前記底板部の上面に、前記給紙ユニットを取り付けるための上面から下面側に窪ませた凹
陥部を有する第１の取付部と、
前記排紙ユニットを取り付けるための上面から下面側に窪ませた凹陥部を有する第２の取
付部と、
前記底板部の下面には前記搬送ユニットを取り付ける下面から上面側に窪ませた凹陥部を
有する第３の取付部と、
がそれぞれ設けられ、
前記箱型形状の支持フレームの前記第１の取付部には給紙カバーを備えた給紙ユニットが
、前記第２の取付部には排紙カバーを備えた排紙ユニットがそれぞれ取り付けられ、
この給紙カバーと排紙カバーと前記支持フレームの側壁部とで外装カバーを構成すると共
に、給紙カバーと排紙カバーがそれぞれのユニットに開閉自在に構成されていることを特
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徴とする自動原稿送り装置。
【請求項２】
　前記給紙ユニットは、給送手段と、原稿を案内する給紙案内路を形成する一対の給紙ガ
イドと、この給送手段と給紙ガイドとを覆う給紙カバーとから構成され、
前記一対の給紙ガイドの一方は前記給紙カバーと一体に開閉自在に構成されていることを
特徴とする請求項１に記載の自動原稿送り装置。
【請求項３】
　前記排紙ユニットは、排紙手段を覆う排紙カバーと、原稿を案内する排紙案内路をなす
一対の排紙ガイドと、を有し、
前記一対の排紙ガイドの一方は前記排紙カバーと一体に回動自在に構成されていることを
特徴とする請求項１に記載の自動原稿送り装置。
【請求項４】
　前記支持フレームの第１取付部に突出ピンを設けると共に、前記給紙ユニットに前記突
出ピンと係合する係合孔を設け、前記突出ピンと前記係合孔を係合させることにより前記
支持フレームに対して給紙ユニットを位置決めすることを特徴とする請求項２ 記載の自
動原稿送り装置。
【請求項５】
　前記支持フレームの第２の取付部に突出ピンを設けるとともに、前記排紙ユニットに前
記突出ピンと係合する係合孔を設け、前期突出ピンと前記係合孔を係合させることにより
前記支持フレームに対して前記排紙ユニットを位置決めすることを特徴とする請求項３
記載の自動原稿送り装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像読取装置などにおける自動原稿送り装置であって、支持フレームに対して
、給紙ユニット及び排紙ユニットを上方から取り付けるとともに、搬送ユニットを下方か
ら取り付けるように構成した自動原稿送り装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
画像読取装置に備えられる自動原稿送り装置においては、給紙トレイ上に載置された原稿
を繰り出すための給紙ローラ、レジストローラ等の給紙機構、該給紙機構から送り出され
てきた原稿を画像形成装置のプラテン上に載置させるための搬送ベルトを有する搬送機構
、そして、画像が読み取られた原稿を搬送機構から受け取りこれを排紙トレイ上に排紙す
るための排紙ローラを含む排紙機構からなり、これらの各機構を一対の側板に取り付けて
ユニット化し、このユニットを外装カバーで覆ってこれをフレームとする構成としていた
。
【０００３】
しかし、このような構成では側板に種々のローラを個別に取り付けなければならないため
に、製造時においては組み立て工数が増大して製造作業が煩雑となり、装置重量の軽減化
を妨げる要因となっていた。また、搬送ベルトや分離パット等の交換を要する部材のメン
テナンス作業性を妨げていた。
【０００４】
一方、特公平６－５９８号公報又は特許２９３９６２１号公報に開示されているように示
されるように、装置の組み立て作業性を向上する構造とするべく、外装カバーを装置フレ
ームとして、給紙機構、搬送機構、排紙機構を個別にユニット化し、これを装置カバーに
取り付けるようにして、装置カバーを装置の骨組みとするモノコック構造としたものがあ
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このようなこのモノコック構造の装置では、ＡＤＦの外装カバーをフレー
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ムとしているために、装置の底面側からそれぞれのユニットを取り外してメンテナンスし
なければならないため、その取り外し作業が煩わしく、メンテナンス性は必ずしも優れた
ものではない。さらに、このような構造においては、フレームの強度を保つために外装カ
バー内の給紙部及び排紙部を回動させて給紙路と排紙路を開放することができないために
、内部でジャムした原稿の取り外し処理が容易ではない等の問題があった。
【０００６】
上記の従来技術の課題に鑑みて、本発明は、装置の製造時、メンテナンス時及び走査時の
作業性と操作性に優れ、軽量且つ長年使用しても歪みが生じない剛性に優れた構造体の自
動原稿送り装置を提供することを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　このため、本発明は、原稿を読取るためのプラテン上に原稿を給紙する給紙手段を有す
る給紙ユニットと、前記プラテンに沿って原稿を搬送する搬送手段を有する搬送ユニット
と、前記プラテン上を通過した原稿を排紙する排紙手段を有する排紙ユニットと、前記各
ユニットを支持する支持フレームと、を備えた原稿送り装置において、前記支持フレーム

。
【０００８】
　

。
【０００９】
そして、前記給紙手段、前記搬送手段、前記排紙手段の少なくとも１つを駆動する駆動手
段を前記支持フレームの一面に着脱自在に取り付けたことを特徴としている。前記給紙ユ
ニットは前記搬送手段を駆動する給紙駆動手段を備え、前記排紙ユニットは、前記排紙手
段を駆動する排紙駆動手段を備えている。
【００１０】
前記支持フレームの第１の取付部に突出ピンを設けるとともに、前記給紙ユニットに前記
突出ピンと係合する係合孔を設け、前記突出ピンと前記係合孔を係合させることにより前
記支持フレームに対して給紙ユニットを位置決めした。
【００１１】
さらに、前記支持フレームの第２の取付部に突出ピンを設けるとともに、前記排紙ユニッ
トに前記突出ピンと係合する係合孔を設け、前期突出ピンと前記係合孔を係合させること
により前記支持フレームに対して前記排紙ユニットを位置決めした。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の自動原稿送り装置に係る実施の形態の例を、図の記載に基づいて詳しく説
明する。
【００１３】
図１は、本発明に係る自動原稿送り装置１を斜め上方から見た斜視図を示す。図２は、本
自動原稿送り装置の主要ユニットの分解図である。さらに、図３は、本自動原稿送り装置
を正面から見た断面図を示す。
【００１４】
　本発明における自動原稿送り装置１は、前記給紙手段、前記搬送手段、前記排紙手段の
それぞれがユニット構成されている。そして、自動原稿送り装置は支持フレームを平板状
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は平板状の底板部とこの底板部周囲の折曲げ側壁部とを有する箱型形状に構成し、この支
持フレームには、前記底板部の上面に、前記給紙ユニットを取り付けるための上面から下
面側に窪ませた凹陥部を有する第１の取付部と、前記排紙ユニットを取り付けるための上
面から下面側に窪ませた凹陥部を有する第２の取付部とを設け、前記底板部の下面には前
記搬送ユニットを取り付ける下面から上面側に窪ませた凹陥部を有する第３の取付部とを
それぞれ設ける

さらに前記箱型形状の支持フレームの前記第１の取付部には給紙カバーを備えた給紙ユ
ニットを、前記第２の取付部には排紙カバーを備えた排紙ユニットをそれぞれ取り付け、
この給紙カバーと排紙カバーと前記支持フレームの側壁部とで外装カバーを構成すると共
に、給紙カバーと排紙カバーをそれぞれのユニットに開閉自在に構成する



に形成し、給紙ユニットと排紙ユニットを支持フレームの一方面に取り付け、搬送ユニッ
トを支持フレームの他方面に取り付けて前記各ユニットを一体連結させる 構造
で構成されている。支持フレームに、給紙ユニットから前記搬送ユニットに原稿を案内す
る給紙開口部と前記搬送ユニットから前記排紙ユニットに原稿を案内する排紙開口部を設
けている。
【００１５】
図１乃至３に示すように、自動原稿送り装置１は、樹脂形成された平板状の支持フレーム
２と、支持フレーム２の一方の端側に給紙トレイ（原稿トレイ）１０上に載置された原稿
を繰り出すための給紙ユニット３と、給紙ユニット３から繰り出された原稿を受け取りこ
れを下方の画像読取装置（図示せず）のプラテン上の所定の位置に搬送して載置するため
の搬送ユニット５、支持フレーム２の他方の端側に画像読取り後の原稿を排紙する排紙ユ
ニット４と、排紙された原稿を載置する排紙トレイ１１とが形成されている。
【００１６】
排紙トレイの下には読み取った原稿面を反転させるためのスイッチバック経路２５が設け
られている。そして、本装置を保護するフロントカバー２１とリヤカバー２２が設けられ
ている。このフロントカバー２１、リヤカバー２２は給紙ユニット３、搬送ユニット５、
排紙ユニット４のぞれぞれに一体に設けてもよく、また支持フレーム２と一体に形成して
もよい。
【００１７】
この支持フレーム２は読取装置本体３０に設けられたヒンジ装置（図示せず）に取り付け
られ、読取装置本体３０に対して回動される。つまり、この支持フレームが装置の骨格（
モノコック構造）をなす自動原稿送り装置１は、プラテン３１に対して開閉可能に読取装
置本体３０にヒンジ連結されている。
【００１８】
　支持フレーム２には、給紙ユニット３、搬送ユニット５及び排紙ユニット４が取り付け
られる取付部６，７及び８が設けられている。支持フレーム２の一方の面（上面）には給
紙ユニット３ 第１の取付部
６と、排紙ユニット４ 第２
の取付部７が形成されている。支持フレーム２の他方の面（下面）には搬送ユニット５が
取り付けられる 第３の取付部８が形成さ
れている。さらに、支持フレーム２の上面には、給紙ユニット３、排紙ユニット４、搬送
ユニット５のそれぞれのローラを駆動するために正転及び逆転可能な給紙モータＭ１、排
紙モータＭ２、搬送モータＭ３及び駆動伝達機構からなる駆動手段を取り付けるための第
４の取付部９が形成されている。また、当該第４の取付部９には駆動等を制御するＣＰＵ
を含む制御回路が実装された基板Ｐも設置される。
【００１９】
さらに、支持フレーム２には、原稿を給紙手段から搬送手段に案内するための開口１２ａ
及び搬送手段から排紙手段に原稿を案内するための開口１２ｂが形成されている。
【００２０】
　また、支持フレーム２はその外周部 を上方に折り曲げて、箱状に形成
しており、これによってフレーム強度を十分なものとしている。
【００２１】
給紙ユニット３の取り付けは、支持フレーム２の一方面の取付部６のフロント側とリア側
のそれぞれに設けられた突出ピン１３と給紙ユニットのフロント側の側板１４ａに設けら
れた係合孔１４ｃ及びリア側の側板１４ｂに設けられた係合孔１４ｄとを嵌合し係止手段
で係止する。同様に排紙ユニット４の取付は、支持フレーム２の一面の取付部７のフロン
ト側とリア側のそれぞれに設けられた突出ピン１５と排紙ユニット４のフロント側の側板
１６ａに設けられた係合孔１６ｃ及びリア側の側板１６ｂに設けられた係合孔１６ｄとを
嵌合し係止手段で係止する。また、同様に搬送ユニット５の取付は、支持フレーム２の他
方面の取付部８に設けられた突出ピンと搬送ユニット５に設けられた係合孔１７とを嵌合
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モノコック

を取り付けるための上面から下面側に窪ませた凹陥部を有する
を取り付けるための上面から下面側に窪ませた凹陥部を有する

ための下面から上面側に窪ませた凹陥部を有する

（折曲げ側壁部）



しビス等の係止手段で固定する。フレームに設けられた突出ピンと各ユニットに設けられ
た係合孔とを嵌め合わせることにより各ユニットの取付位置は正確になる。
【００２２】
このように各ユニットを支持フレーム２に取り付けることにより支持フレームと各ユニッ
トが一体化したモノコック構造が形成される。
【００２３】
給紙ユニット３は、給紙カバー４１、給紙トレイ１０に載置された原稿を繰り出す繰り出
しローラ４３、複数枚重なった原稿を一枚に分離する分離部材４４、原稿の給紙を案内す
る給紙ガイド４２ａ、４２ｂ、原稿を給紙する給紙ローラ４５、原稿端を検出するレジス
トセンサＳ１、レジストローラ対４７、及び原稿の給紙を制御するタイミングセンサＳ２
等で構成されている。
【００２４】
この給紙ユニット３は、分離部材４４、レジストローラ対４７、内側給紙ガイド４２ｂを
一対の側板１４ａ、１４ｂに取り付けられており、また給紙カバー４１と外側給紙ガイド
４２ａとが、図４に示すように給紙ユニット３の給紙カバー４１を原稿搬送方向下流側の
回動軸４１ａを支点として一体的に回動可能に構成されている。
【００２５】
そして、給紙カバーを開くことにより、給紙経路を開放することができる。これによって
、原稿がジャムした場合にジャム原稿を容易に取り出すことが可能な構成となっており、
メンテナンス性や操作性に優れた構成となっている。給紙ユニット３は、支持フレーム２
に一体的に固定されモノコック構造を形成している。このため給紙カバー４１はユニット
を支持する必要がなく、給紙ユニット３が回動可能な構成とすることを可能としている。
【００２６】
排紙ユニット４は、排紙する原稿を案内する排紙ガイド対５２ａ、５２ｂと、原稿を排紙
トレイに搬送する排紙ローラ対５３ａ、５３ｂと、排紙する原稿の端を検出する排紙セン
サＳ３と、原稿の反転を検出する反転センサＳ４と、原稿を反転させる反転ローラ５５と
、原稿の排紙経路を制御する排紙フラッパ５４と、原稿の反転経路を制御する反転フラッ
パ５７と原稿を反転ローラに押圧するピンチローラ５６ａ、５６ｂ等で構成されている。
【００２７】
排紙ユニット４は、支持フレーム２原稿搬送方向の下流側の端部に設置されており、排紙
ガイド対５２ａ、排紙ローラの一方５３ａ、反転ローラ５５、排紙フラッパ５４、反転フ
ラッパ５７、ピンチローラ５６ａ、５６ｂが一対の側板１６ａ、１６ｂに取り付けられて
おり、また図５に示すように排紙カバー５１、及び排紙カバーと一体形成された外側排紙
ガイド５２ａ、一対の排紙ガイドの一方５２ａとを回動軸５１ａを支点として一体的に回
動可能に構成されている。排紙カバーは、回動可能に形成されており、排紙カバー５１を
開くことにより排紙経路及び反転経路を開放することができる。これにより、原稿がジャ
ムした場合ジャム原稿の取り出しを容易にしている。さらに、メンテナンス性と操作性を
向上させている。この排紙ユニット４は、支持フレーム２に一体的に固定されモノコック
構造を形成している。
【００２８】
搬送ユニット５は、支持フレーム２下方から搬送ユニット５の係合孔１７と支持フレーム
２の取付部８に設けられた突出ピンとを嵌合し、ビス等で取り付けられている。搬送ユニ
ット５は、図３に示すように駆動ローラ３２と従動ローラ３３の間に張設された搬送ベル
ト１８で構成されている。駆動ローラ３２は、搬送モータＭ３からギヤ等を介して駆動さ
れている。また、原稿をプラテン３１に正確に搬送し、精緻な画像読み取りを行うために
複数の押圧ローラ３４ａ、３４ｂ、３４ｃ、３４ｄ、が設けられている。
【００２９】
そして、搬送ユニット５を支持フレーム２に固定することにより支持フレーム２と搬送ユ
ニット５が一体構造となりモノコック構造が形成されるのである。
【００３０】
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ところで、搬送ユニット５の側面には磁石で形成されたマグネットキャッチ６１が設けら
れている。図６は、自動原稿送り装置１にマグネットキャッチ６１を取り付けた側面図を
示す。図６に示すように、このマグネットキャッチ６１は自動原稿送り装置１を下方の画
像読取装置のプラテン上に閉じた時、自動原稿送り装置１を磁力で画像読取装置本体に磁
着させる。これによって、搬送ユニットのベルト面をプラテン面に押し付ける働きをし、
原稿をプラテン面に確実に接触させる。さらに、マグネットキャッチ６１に形成されてい
る板バネ６２が画像読取装置本体に接着しグランドされるので、本自動原稿送り装置から
の放射ノイズのレベルを抑制することとなる。
【００３１】
上述したように、本発明においては、給紙ユニット３、搬送ユニット５及び排紙ユニット
４が支持フレーム２に一体的に固定されモノコック構造を形成している。そのため、支持
フレーム２の強度を得るための補強部材等を設けて支持フレームを強化する必要がない。
また給紙手段、搬送手段、排紙手段の各手段はユニット化されているために、読取装置の
製造組み立作業が簡単となる。これによって低コストの自動原稿送り装置を実現できる。
さらに、支持フレーム２に給紙ユニット３、搬送ユニット５、排紙ユニット４が一体的に
形成されモノコック構造であるため各ユニットの取り付け精度が高い。これによって、各
ユニット間を走行する原稿の安定的な搬送性を確保し、原稿１００の走行がブレたり、ジ
ャムする危険性を少なくしている。原稿の安定的な搬送によって精緻な画像読取が実現で
きる。また、給紙ユニット３、排紙ユニット４のカバーを上方から開き搬送経路を開放で
きるため、ジャム処理及びメンテナンスが容易になったのである。
【００３２】
次に、上記に述べた自動原稿送り装置１の動作概要を説明する。図７乃至図１３は、自動
原稿送り装置の原稿搬送状態を示す断面図である。
【００３３】
先ず、本自動原稿送り装置による原稿の片面読取モード図７～図１０に基いて説明する。
【００３４】
給紙トレイ１０に原稿１００がセットされ（図７（ａ））、エンプティセンサＳ５が原稿
１００を検出すると、給紙モータＭ１を正転させる。これにより、繰り出しローラ４３と
給紙ローラ４５が駆動し、原稿１００は繰り出しローラ４３にて繰り出され、給紙ローラ
４５と分離部材４４によって１枚に分離されて給紙される。給紙された原稿１００はレジ
ストセンサＳ１にて先端が検出された後に給紙モータＭ１を所定量駆動することによって
ジストローラ４７のニップ部に突き当てて原稿１００のスキューを除去されて停止する（
図７（ｂ））。その後、給紙モータＭ２を逆転させてレジストローラ４７を回転させて原
稿をコンタクトガラス３１に向けて給紙するとともに搬送モータＭ３を正回転させて搬送
ベルト１８を回転させてレジストローラ４７から送られた原稿１００をプラテン３１に沿
って搬送させる（図７（ｃ））。そして、１枚目の原稿１００の後端をタイミングセンサ
Ｓ２が検出した後に、所定量搬送して給紙モータＭ１、搬送モータＭ３を停止させてレジ
ストローラ４７及び搬送ベルト１８は停止する。これにより、原稿１００はプラテン３１
上の所定の位置に位置付けられて、本体の読取手段によって原稿１００が読み取られるこ
ととなる（図８（ｄ））。
【００３５】
ここで、１枚目の原稿１００を読み取っている間に給紙トレイ１０に２枚目の原稿１０１
がセットされていれば、すなわちエンプティセンサＳ５が２枚目の原稿１０１を検出して
いると、給紙モータＭ１が正転させて繰り出しローラ４３と給紙ローラ４５を駆動して、
１枚目の原稿１００と同様に２枚目の原稿１０１を繰り出し、１枚に分離してレジストロ
ーラ４７のニップ部に突き当てて停止させて待機させる（図８（ｅ））。
【００３６】
１枚目の読取が終了すると搬送モータＭ３を再度正転駆動し、同時に排紙モータＭ２も正
転させる。これにより、搬送ベルト１８は正回転駆動し、反転ローラ５５も正回転駆動さ
れ、１枚目の原稿１００がプラテン３１上から搬出される（図８（ｆ））。
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【００３７】
ここで、１枚目の原稿の先端が反転センサＳ４で検出されると給紙モータＭ１を逆転して
レジストローラ４７を駆動し、レジストローラ４７のニップ点に突き当たり待機された２
枚目の原稿１０１をプラテン３１に向けて送るように制御され、１枚目と同様にプラテン
３１上の所定位置に搬送されて停止される。
【００３８】
一方、プラテン３１上から搬出された１枚目の原稿１００は排紙フラッパ５４、及び反転
フラッパ５７によってスイッチバック経路２５に導かれ（図９（ｇ））、原稿１００の後
端が排紙センサＳ４に検出されてから所定量搬送して排紙モータＭ３を停止して反転ロー
ラ５５を一旦停止する。このとき、原稿１００の後端は自重フラッパ６０を過ぎた位置で
反転ローラ５５とピンチローラ５６ｂにニップされて停止した状態となる（図９（ｈ））
。その後、反転ローラ５５とピンチローラ５６ｂにニップされて停止された原稿１００は
排紙モータＭ２を逆転させることにより、原稿１００をスイッチバックさせて排紙ローラ
対５３ａ、５３ｂによって排紙トレイ１１に排紙する（図９（ｉ））。
【００３９】
以降、２枚目の原稿１０１についても１枚目の原稿１００と同様な排紙動作が実行され、
また３枚目、４枚目の原稿が給紙トレイ１０にある場合は、同様な給紙、搬送、排紙動作
が実行される（図１０（ｊ））。
【００４０】
なお、自重フラッパ６０は下方に自重によって垂下されており、通過する原稿の先端によ
って上方に回動するように構成されている。また、排紙ローラ５３ｂは排紙モータＭ２の
正転、逆転に関係なく一方向に回転するように駆動系が構成されている。
【００４１】
次に、本自動原稿送り装置における原稿の両面読取モードの動作について図１１～図１３
に基いて説明する。
１枚目の原稿１００の給紙から表面読取までは片面読取モードと同様な給紙、搬送動作を
実行する（図７（ａ）～図８（ｅ））。
【００４２】
そして、図１１（ａ）の状態で表面が読み取られた１枚目の原稿１００は搬送モータＭ３
を再度正転駆動し、同時に排紙モータＭ２も正転させることにより、搬送ベルト１８、反
転ローラ５５でプラテン３１上から搬出される（図１１（ｂ））。
【００４３】
プラテン３１上から排出された原稿１００は反転センサＳ４で先端を検出された後に所定
量搬送することによって排紙フラッパ５４、自重フラッパ６０を通過して反転ローラ５５
とピンチローラ５６ｂに原稿１００の先端がニップした位置で搬送モータＭ３及び排紙モ
ータＭ２を一旦停止し、原稿１００を停止させる（図１１（ｃ））。そして、反転フラッ
パ５７を再びプラテン３１に案内する方向に切り換えると同時に搬送モータＭ３を逆転し
、排紙モータＭ２を再度正転させる。これにより、原稿１００は表裏を反転して再びプラ
テン３１に給紙され、プラテン３１の所定の位置に搬送される（図１２（ｄ））。
【００４４】
プラテン３１上の所定の位置に搬送されて停止された原稿１００は、その裏面が読取手段
によって読み取られ、読み取りが終了すると搬送モータＭ３を正転駆動し、同時に排紙モ
ータＭ２も正転する。これにより、搬送ベルト１８は正回転駆動し、反転ローラ５５も正
回転駆動され、１枚目の原稿１００がプラテン３１上から再び搬出される（図１２（ｅ）
）。
【００４５】
ここで、１枚目の原稿の先端が反転センサＳ４で検出されると給紙モータＭ１を逆転して
レジストローラ４７を駆動し、レジストローラ４７のニップ点に突き当たり待機された２
枚目の原稿１０１をプラテン３１に向けて送るように制御され、１枚目と同様にプラテン
３１上の所定位置に搬送されて停止される。
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【００４６】
一方、プラテン３１上から搬出された１枚目の原稿１００の先端を反転センサＳ４が検出
すると排紙フラッパ５４を原稿を直接排紙ローラ対５３に案内する位置に切り換え、これ
によって、１枚目の原稿は排紙ローラ対５３ａ、５３ｂによって排紙トレイ１１に排紙さ
れる（図１２（ｆ）、図１３（ｇ））。
【００４７】
以降、２枚目の原稿１０１についても１枚目の原稿１００と同様な排紙動作が実行され、
また３枚目、４枚目の原稿が給紙トレイ１０にある場合は、同様な給紙、搬送、排紙動作
が実行される（図１３（ｈ））。
【００４８】
以上詳しく説明したように本発明においては、モノコック構造の支持フレームに対して、
給紙ユニット及び排紙ユニットを上方から取り付けるとともに、搬送ユニットを下方から
取り付けるように構成した。これにより、軽量且つ長年使用しても歪みが生じない剛性に
優れた構造体を実現したのである。さらに、作業性及び操作性に優れ、ジャム処理を容易
にしメンテナンス性を大幅に向上させた。さらには、組み立て精度が高く原稿搬送精度が
高く、高品質で精緻な画像読み取りを実現したのである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る自動原稿送り装置１を斜め上方から見た斜視図である。
【図２】　本発明に係る自動原稿送り装置の主要ユニットの分解図である。
【図３】　本発明に係る自動原稿送り装置を正面から見た断面図である。
【図４】　給紙ユニットを開いた状態の断面図を示す。
【図５】　本発明に係る排紙ユニット４を開いた状態の断面図を示す。
【図６】　本発明に係る自動原稿送り装置１にマグネットキャッチ６１を取り付けた側面
図を示す。
【図７】　本自動原稿送り装置画像における原稿の片面読取動作を説明するための図（そ
の１）である。
【図８】　本自動原稿送り装置画像における原稿の片面読取動作を説明するための図（そ
の２）である。
【図９】　本自動原稿送り装置画像における原稿の片面読取動作を説明するための図（そ
の３）である。
【図１０】　本自動原稿送り装置画像における原稿の片面読取動作を説明するための図（
その４）である。
【図１１】　本自動原稿送り装置画像における原稿の両面読取動作を説明するための図（
その１）である。
【図１２】　本自動原稿送り装置画像における原稿の両面読取動作を説明するための図（
その２）である。
【図１３】　本自動原稿送り装置画像における原稿の両面読取動作を説明するための図（
その３）である。
【符号の説明】
１　自動原稿送り装置
２　支持フレーム
３　給紙ユニット
４　排紙ユニット
５　搬送ユニット
６　給紙ユニット取付部
７　排紙ユニット取付部
８　搬送ユニット取付部
１０　給紙トレイ
１１　排紙トレイ
１３、１５　突出ピン
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１４ａ、１６ａ　側板
１４ｃ、１４ｄ、１６ｃ、１６ｄ　係合孔
１８　搬送ベルト
４１　給紙カバー
４２ａ、４２ｂ　給紙ガイド
４３　繰り出しローラ
５１　排紙カバー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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